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戸倉東地区防災計画書の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区防災計画書は次のような構成になっています。 

■ はじめに・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１     

■ これまでの経緯 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

＜参 考＞ 防災まちづくり推進地区とは？ ・・・・・・・・・・・・３ 

 

■ 防災まちづくりの目標・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

１－１ 地区防災計画書の目的 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

１－２ 防災まちづくりの目標 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ 

 

■ 防災まちづくり計画・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６ 

２－１ 家庭での防災対策を充実させましょう・・・・・・・・・・６ 

    １．防災対策の現状と課題・・・・・・・・・・・・・・・・６ 

    ２．具体的な取り組み項目・・・・・・・・・・・・・・・・７ 

   （１）家庭内防災会議の実施・・・・・・・・・・・・・・・８ 

   （２）災害必需品の準備・・・・・・・・・・・・・・・・・９ 

   （３）火災等への備え・・・・・・・・・・・・・・・・・１０ 

   （４）家屋の安全対策の実施・・・・・・・・・・・・・・１１ 

＜参考＞地震発生直後から避難まで・・・・・・・・・・・１２ 

  

２－２ 地域で防災力を高めましょう・・・・・・・・・・・・・１４ 

    １．防災まちづくりの現状と課題・・・・・・・・・・・・１４ 

    ２．具体的な取り組み項目・・・・・・・・・・・・・・・１６ 

 （１）平常時の防災会の取り組み・・・・・・・・・・・・１６ 

 （２）平常時の皆さんの取り組み・・・・・・・・・・・・１７ 

 （３）災害時の取り組み：地区本部の設置・・・・・・・・１８ 

 （４）災害時の取り組み：防災会と皆さんで行うこと・・・２１ 

 

■ 参考資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２３ 
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防 災 会 よ り 

 

戸倉自治会東地区防災会は平成８年に誕生し、平成２２年３月２９日に

国分寺市と「防災まちづくり推進地区」として協定を結びました。 

 

私たちの地域は、窪東公園を中心に住宅が多く、避難場所に指定されて

いる第一中学校があります。 

生活の場が安全で安心して暮らせる日常であってほしいという思いか

ら、防災訓練を通して地域の輪を広げようと活動を重ねてきました。 

毎年１回の防災訓練ですが、いままでどれくらいの人たちが参加してく

ださったのでしょう。そこには、初めてお目にかかる方も多く、私たちは

「輪」の広がりを感じております。 

 

「防災まちづくり推進地区」として活動を始めてからは、『まち歩き』と

その結果を表した『防災情報地図』の作成、『防災まちづくりアンケートの

実施（2回）』、そして、『防災まちづくりニュース』も発行しています。 

このような活動の成果として、『戸倉東地区防災計画書』を皆さまにお届

けいたします。ぜひ、ご家庭の防災対策等にお役立てください。 

 

当地域も高齢化が進んでおりますが、新しい住宅もでき、若い層の方々

が地域の活動に参加・協力していただけるよう、これからも一緒にがんば

りたいと思います。 

 

 

 

 

 

は じ め に 

 

 

 

 

平成２５年 ３月 

戸倉自治会 東地区防災会 

会長 佐藤 勍子 
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■防災会の発足 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■防災まちづくり推進地区の協定締結以降 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

協定式の様子（Ｈ22.3.29） 

これまでの経緯 

・平成８年に戸倉自治会東地区防災会として発足 

 しました。以降、月１回の定例会を開催し、防 

災の輪を広めてきました。 

・また、まちかど消火器や消火栓について点検を 

行うとともに、バスによる防災研修も行ってい 

ます。 

・毎年５月には、窪東公園において防災訓練を開 

 催し、毎回２００名以上の皆さんが参加されて 

 います。 

 

 

 

・平成２２年３月２９日、北の原地域セ 

ンターにて国分寺市と協定を締結し、 

市内で１１番目の防災まちづくり推進 

地区となりました。 

・以降、市くらしの安全課職員と専門家 

の支援も受け、地区防災計画書の策定 

を行うため、以下のような取り組みを 

行ってきました。 

平成２２年度 

 ●第１回防災まちづくりアンケート  ●まち歩き   

 ●防災まちづくりニュース第１号、第２号、第３号発行 

 ●防災研修（東京広域臨海防災公園） 

平成２３年度 

 ●第２回防災まちづくりアンケート  ●まち歩きと防災情報地図作成 

 ●防災訓練   ●防災まちづくりニュース第４号、第５号、第６号発行 

●防災講演会  ●防災研修（山梨県防災安全センター） 

平成２４年度 

 ●防災訓練  ●防災講演会  ●防災研修（神奈川県総合防災センター） 

●防災まちづくりニュース第７号発行  ●戸倉東地区防災計画書の作成 

Ｈ22.3.29の協定式の様子 

毎年の防災訓練 
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＜参考＞防災まちづくり推進地区とは？ 

■防災まちづくり推進地区とは？ 

・「防災まちづくり推進地区」とは、国分寺市と自治会・町内会等が協定を締結

し、市や関係機関等との協力のもと、市民主体で地区の防災まちづくりを進め

る制度です。 

・「防災まちづくり推進地区」として協定が締結されると、その後３年間、市は

専門のコンサルタントを派遣し、必要に応じた支援を行いながら、自治会・町

内会等とともに、今後の防災まちづくりの指針となる「地区防災計画書」の策

定を行います。 

 ・協定締結後の４年目には、市は予算の範囲内で地区の必要な防災資機材等の

提供を行います。 

 

■市内の防災まちづくり推進地区 

 ・国分寺市では、昭和５６年に最初に協定を締結した「高木町地区」をはじめ、

平成２５年３月現在、１１の防災まちづくり推進地区が活動を行っています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

戸倉東地区 
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１－１ 地区防災計画書の目的 

・ 地区防災計画書は戸倉自治会東地区が、今後の防災まちづくりを進めるため

の基本となる事項を定めた冊子です。 

 

・ 具体的には、戸倉東地区で目指す『防災まちづくりの目標』と、これを実現

するための『防災まちづくり計画』を定めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜自治会員の皆さんへ＞ 

・ 防災まちづくり計画の内容（8 ページ以降）をご覧になり、『避難場所の確

認、家族の連絡方法の確認』、『非常食・飲料水などの備蓄品の準備』、『防災

訓練などへの積極的な参加』などを心がけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

防災まちづくりの目標 

防災まちづくりの目標 

防災まちづくり計画 

家庭の防災対策の充実   地域の防災力の向上 

（自 助）          （共 助） 

もう一度避難場所や

防災対策について確

認しましょう！ 

備蓄品などについ

てもう一度確認し

ましょう！ 
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１－２ 防災まちづくりの目標 

・ 戸倉東地区は、災害時には窪東公園・第一中学校を中心とした避難場所があり、

水害の心配も少なく、比較的恵まれた住環境にあります。 

・ そこで、地区住民全員が自主的に協力し合って、住みやすさと安心を兼ね備え

たまちづくりを実現するために、国分寺市並びに戸倉自治会とも協力し、次の

事項を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

防災まちづくりの目標 

① 災害に強いまちづくり 

   ・各家庭で防災対策の充実に取り組みます。 

・戸倉東地区の住民や事業者は、国分寺市、消防、警察等と協力して

災害に強いまちづくりを進めます。 

② 住民の防災意識の向上 

・「自助・共助・公助」の考え方を踏まえ、地区住民の絆が確かなもの

になるような防災意識の向上を目指します。 

・防災まちづくりニュースの発行、誰もが参加できる防災訓練や防災

研修、防災関連のイベント等を実施するとともに、家庭用消火器や

家具転倒防止器具等の防災用品の普及に努めます。 

 

③ 自主防災体制の整備・強化 

 ・災害時における住民の安全を確保するた

め、防災会を中心とした自主防災体制を

整備・強化します。 

・普段から防災まちづくりを進めるため、

自治会と協力して毎年の防災訓練等を

実施します。 
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「向こう三軒両隣」 

皆さんで声をかけあい、災害に備えましょう！ 

２－１ 家庭での防災対策を充実させましょう 

・ 防災まちづくりの目標である「災害に強いまちづくり」の実現に向け、まず

は「自助」の基本である「家庭での防災対策の充実」に取り組みます。 

 

 

   

防災まちづくり計画（自助） 

 防災意識の変化（防災対策の充実）

無回答
4%特に意識していない

4%

以前から充実
2%

重要性はわかる
53%

以前よりは充実
37%

以前よりは充実した 

37％ 

アンケート結果では、「防災対策の重

要性はわかるが、充実には至っていな

い」というお宅が、まだ半数（５３％）

あるようですね。 

＜防災会では＞  

平成２３年９月に２回目の防災まちづくりアンケートを実施し、防災会のこれ

までの活動や、同年３月に発生した東日本大震災の経験等を通じて、「以前と

比較して皆さんの防災意識がどのように変化したか」を伺っています。 

 

重要性は分かるが充実に

は至っていない 53％ 

 

戸倉東地区の皆さんの防災意識の変化（平成２３年９月実施） 

 １．防災対策の現状と課題 
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 ２．具体的な取り組み項目 

  

 

   

防災まちづくり計画（自助） 

＜自助の基本である家庭内の防災対策の充実＞ 

自助の基本は、まず家庭内の防災対策を充実させることです。 

改めて、下記に示す取り組みを確認し、ご家庭で実施するようにしましょう。 

 

 （１）家庭内防災会議の実施 

   ⇒８ページで確認 

 （２）災害必需品の準備 

   ⇒９ページで確認 

 （３）火災等への備え 

   ⇒10ページで確認 

 （４）家屋の安全対策の実施 

   ⇒11ページで確認 

※また、１２～１３ページでは、大地震の発生時から避難までの行動を「地震その時

１０のポイント」として掲載していますので、あわせてご確認ください。 
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防災まちづくり計画（自助） 

（１）家庭内防災会議の実施 

＜ご存じですか？＞ 

●第一中学校は、地区防災センターとして、災害時には食料・飲料水の配給、医療救護

所、トイレ、情報コーナー等が設置されます。 

●なお、発災直後は周辺の状況を確認して、場合によっては近くの地区災害待避所（農

地）や、窪東公園等で様子を見てから、第一中学校へ避難してかまいません。 

●家族の安否確認には災害伝言ダイヤルや携帯電話の災害用伝言板も活用しましょう。 

 ※災害伝言ダイヤル１７１は、毎月１・１５日のほか防災週間（8/30～9/5）、防災と

ボランティア週間（1/15～1/21）に体験利用ができます。 

 

①我が家の避難計画の確認 

 ・戸倉東地区の指定避難場所は第一中学校です。 

  いざという時の避難経路を確認しておきましょう。 

 

②家族の役割分担等の確認 

 ・災害が発生した場合の家族の役割分担、行動手順等を 

  確認しておきましょう。 

 

③不在家族への連絡方法の確認 

 ・災害発生時に家族が不在な場合を想定して、安否確認の連絡方法や集合場所

等を確認しておきましょう。 

防災チェック 

地震が起きた際の家族の行動を確認しておきましょう 

参考 国分寺市くらしの安全課資料 

携帯電話「災害用伝言板」 
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（２）災害必需品の準備 

防災まちづくり計画（自助） 

 

①必ず用意して欲しいもの 

 ・食料品（最低３日分、できれば１週間程度） 

 ・飲料水（３リットル／人×３日分） 

 ・生活用水（風呂のため置き等） 

 ・医薬品、常備薬等 

 ・携帯ラジオ、懐中電灯、乾電池 

 ・現金、貴重品 

 ・衣類、下着、はきもの（枕もとに用意） 

 ・簡易トイレ 

 ・簡易食器、ラップ、アルミホイル等  

  ＊これですべてという訳ではありませんので、23ページのリストでご確認

ください。 

 

②あると便利なもの 

 ・以下は、『こうべからのメッセージ 阪神・淡路大震災を体験して』（1995

年生活協同組合コープこうべ発行）に掲載されている、「役にたったグッズ

ベスト 20」です。 

  

 

 

防災チェック 

避難生活に備えて災害必需品を準備しておきましょう 

１位 懐中電灯 １１位 使い捨てカイロ
２位 食料品 １２位 カセットコンロ
３位 ラップ １３位 下着
４位 ビニール袋 １４位 薬
５位 小型ラジオ １５位 紙コップ
６位 トイレットペーパー １６位 飲料水
７位 電池 １７位 アルミ箔
８位 ウエットティッシュ １８位 紙皿
９位 手袋・軍手 １９位 生理用品
１０位 小銭 ２０位 帽子

被災者に聞いた「役に立つグッズＢＥＳＴ２０」

参考 国分寺市くらしの安全課資料 
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■住宅用火災警報器の設置 

（３）火災等への備え 

防災まちづくり計画（自助） 

＜ご存じですか？＞ 

●毎年５月に窪東公園で行っている防災訓練では、火災への備えとして、初期消火訓練

や煙ハウス体験等を行っています。 

●ほかにも、ハシゴ車体験や応急救護訓練、炊き出し訓練等も行っていますので、家族

皆さんで、ぜひご参加ください。 

 

 

・家庭用の消火器については、準備するだけでなく、いざという時に正しく使え

るようにしておきましょう。 

 

 

 

・平成１６年の消防法の改正により、住宅用 

火災警報器の設置が義務付けられました。 

・すべての居室、階段、台所の天井または壁 

に設置が必要です（浴室、トイレ、洗面所、 

納戸は除く）。 

 

準備 使い方 

参考 国分寺市安心安全ブック

より 

防災チェック 

住宅用火災警報器を設置しましょう 

防災チェック 

いざというとき、消火器は正しく使えるようにしましょう 
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（４）家屋の安全対策の実施 

防災まちづくり計画（自助） 

＜ご存じですか？＞ 

●１９８１年（昭和５６年）以前の「旧耐震基準」で建てられた木造住宅は大地震に対

する安全性が低いといわれており、耐震診断・耐震改修が望まれます。平成２２年７

月のアンケート結果によれば、戸倉東地区でも３割程度のお宅が該当します。 

 

参考 東京都防災対策の手引き 

 

 

①家屋の外回りの安全チェック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②部屋の安全チェック 

防災チェック 

地震に備えて家屋の安全チェックをしておきましょう 
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地

震

発

生

時 

 

 

 

 

地

震

発

生

直

後 

参考 東京都の防災の手引き 

地震発生直後から避難まで 

大地震が発生した場合、パニックになりがちですが、以下のような行動に心がけましょう。 
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地

震

発

生

後

か

ら

避

難

ま

で 

参考 東京都の防災の手引き 

地震発生直後から避難まで 
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防災まちづくり計画（共助） 

２－２ 地域で防災力を高めましょう 

 

・ 大地震等の災害が起きた場合、市や消防などの公的な支援の手が届くまでは時間が

かかります。そこで、地域の防災力である『共助』が重要となります。 

・ 地域の防災力を高めるには、災害時だけではなく、普段から防災まちづくりを進め

ることが重要です。 

 

 

   

＜防災会では＞  

平成２３年９月に２回目の防災まちづくりアンケートを実施し、平常時及び災

害時に戸倉東地区の皆さんが期待する防災会の役割をうかがっています。 

 

戸倉東地区の皆さんが期待する平常時の防災会の役割（平成２３年９月実施） 

 １．防災まちづくりの現状と課題 

 

 
普段から防災会に期待すること

7

227

76

50

82

76

120

78

214

0 50 100 150 200 250

その他

首都直下型地震等に関する情報提供

耐震診断、耐震改修などの情報提供

家具転倒防止器具取付講習会等催

防災用品の販売・購入の斡旋

消火器等の購入の斡旋

まちあるきによる地域点検

防災施設見学会や防災研修

窪東公園での防災訓練

回答者（396）の５７％ 

複数回答（回答者数 396） 

 

回答者（396）の５４％ 

家具転倒防止器具取付講習会等の開催 
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防災まちづくり計画（共助） 

戸倉東地区の皆さんが期待する災害時の防災会の役割（平成２３年９月実施） 

災害時における防災会の役割

1

238

244

249

181

202

237

267

0 50 100 150 200 250 300

その他

高齢者などへの支援

支給された物資などの配布

炊き出し

救出活動や救護活動

被災状況などの把握

住民の安否確認

避難誘導

回答者（396）の６７％ 

複数回答（回答者数 396） 

 

普段から防災会に期待されることは、『首都直下

型地震等に関する情報提供』や『防災訓練の継続』

のようです。 

なお、平成２４年９月には『立川断層や市の地域

防災計画』に関する講演会・市民懇談会を開催し、

多くの皆さんが参加されました。 

災害時に防災会に期待されることは、『避難

誘導』、『炊き出し』、『支給された物資の配

布』、『住民の安否確認』等です。 

これらは大変重要な役割ですが、現在の防災

会員のみでは圧倒的に人手不足になってしま

います。ぜひとも、皆さんのご協力が必要です。 
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防災まちづくり計画（共助） 

 ２．具体的な取り組み項目 

 

（１）平常時の防災会の取り組み 

 

 

 

① 防災訓練の実施と資機材の充実 

  ・毎年５月に定例の防災訓練を実施します。 

  ・防災倉庫の資機材の適正な管理を行い、 

必要に応じて充実に取り組みます。 

 

 

② 防災情報誌（まちづくりニュース）の発行 

  ・防災に関する情報を中心とした情報誌を発行 

   します。 

 

 

③ イベントや講習会・研修等の実施 

  ・非常食の試食会、定期的なまち歩き等、 

手軽なイベントの開催による防災意識の普及 

と地域の交流をすすめます。 

  ・防災に関する講習会、施設見学等の実施による 

   防災意識の普及と地域の交流をすすめます。 

 

 

④ 市・消防・警察、学校や地域の組織等との協力及び連携 

  ・国分寺市や消防署、警察署等の防災関係機関との協力と連携をすすめます。 

・地区防災センターである国分寺市立第一中学校とＰＴＡ、その他地域の組

織との協力及び連携をすすめます。 

防災チェック 

防災会は、防災訓練の実施等を通じて防災意識を高めます 
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防災まちづくり計画（共助） 

（２）平常時の皆さんの取り組み 

 

 

 

① 家庭内の防災対策の徹底 

  ・家庭内防災会議を行い、災害時の行動を確認 

してください。 

・災害必需品等の用意、家具や家屋の防災対策 

等を徹底してください。 

 

 

② 防災訓練、防災研修等への積極的参加 

  ・防災意識の向上だけでなく、地域の皆さんと 

の交流も重要です。 

 

 

③ 普段からのご近所づきあい 

  ・いざという時の助け合いが地域の力になります。 

  ・ご近所の災害時要援護者などについて、普段か 

   ら気に掛けておくようにしましょう。 

 

防災チェック 

戸倉東地区の皆さんは、家庭内の防災対策を徹底するとともに、ご近所

づきあいを通じて、災害に備えましょう 
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（３）災害時の取り組み：地区本部の設置 

 

 
 

●地区本部は、地震などの災害時に東戸倉地区住民の安否確認、被災状況把握、救難

救助の支援、情報の収集と広報や在宅避難者支援などを行う拠点となるものです。 

●地区本部は震度５弱以上の地震が発生した場合、市の「災害対策本部」の要請や地

区本部長（防災会会長）の判断などで設置するものです。なお、５強以上の地震の

場合には、可能な限りすみやかに地区本部を開設されます。 

●必要に応じて、窪東公園内に一定の範囲を定め一時避難場所を設置します。 

※防災会員および自治会部会役員もまず、自身や家族の安全を確認してからの行

動となります。可能な限りすみやかに「地区本部」を設置できるように努力し

ますが、一定のタイムラグが生じることをご了承下さい。 

また、夜間に発災した場合には、活動の安全性を確保する必要があり、より時

間がかかることもご承知下さい。 

 

＜地区本部の役割（国分寺市地域防災計画）＞ 

① 地震発生直後（おおむね発災後７２時間以内）の東地区内の住民の安否確認、建

物などの被災状況、人的被害の有無、火災発生の有無、交通障害の有無や生活イ

ンフラ（電気、水道、ガス）の被害の有無を調査します。 

調査結果は所定の様式の報告書で「地区防災センター（第一中学校）」の情報連

絡所に提出します。 

② 地区防災センターからの情報を地区住民に周知します。 

③ 在宅避難者から要望（非常食や生活必需品）のまとめや配布を行います。 

 

＜参考：地区防災センター（第１中学校）の役割 

・発災後、市災害対策本部の指示により第１中学校に地区防災センターが開設されま

す。 

日中の学校使用時は、初動要員や教職員による生徒の安全確保や学校施設の安

全確認が行われたのち、一定の範囲を指定し学校内が開放されます。 

①一次避難場所（校庭）②避難所（体育館や一部の教室）③情報連絡所 

④医療救護所⑤情報連絡掲示板などが設けられます。 

なお、学校施設の安全確認や生徒の安全確保などに時間がかかる場合もあり、発災直

後に避難場所の開設に時間がかかる場合もあります。 

 

防災チェック 

防災会は、自治会との協力一体のもと窪東公園内に「地区本部」を設置します 
 

防災まちづくり計画（共助） 
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（３）災害時の取り組み：地区本部の設置 

防 

 

 
 

●地区本部の設置や運営は、防災委員、自治会役員および各地区の常任幹事・幹事や住民の

応援協力者で行うことにします。 

また、防災会員から１〜２名が連絡員として地区防災センター（第一中学校）に常駐します。 

下図に組織関係図を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●今後の取り組みに向けて 

□ 今後も防災訓練や安否確認訓練を毎年の恒例行事とします。 

□ 今後も備蓄食料品（非常食）配布訓練を定着させます 

□ まち歩きで地区内の防災上の課題などの状況把握訓練を行います。 

□ 可能な限り速やかに「地区本部運営マニュアル」の作成に取り組みます。 

防災まちづくり計画（共助） 

 

防災チェック 

地区本部の発災直後の役割と活動は次のようにします 
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（３）災害時の取り組み：地区本部の設置 

防災まちづくり計画（共助） 

 

 

 

 

●当面の情報伝達に関しては地区防災センターへの情報 

板等を設置します。その後、必要に応じて各家庭を回 

るなど足を使った情報伝達を行います。 

        

 

 

 

 ●地域の有志やボランティアの力も借りて人材を確保し 

在宅避難者等の物資要望をまとめ、地区防災センター 

へ報告します。 

 

 

 

 

●上記の対応と同様に行います。物資の配布とあわせて 

地域を見回り、防犯活動にも役立てるものとします。 

 

 

 

 

 

●発災後ある程度状況が落ち着いてきたら、必要に応 

じて炊き出しを行うものとします。そのため場所の 

選定、材料の調達方法について事前に確認をしてお 

きます。 

 

 

 

     

 

 

 

② 市からの情報を地区住民に周知 

 

 

⑤ 炊き出し 

 

 

④ 地区防災センターに届いた物資の地域内配布 

 

 

③ 在宅避難者等から物資要望のとりまとめ、地区防災センターへの報告 

 

 

防災チェック 

発災からある程度時間が経過すると、地区本部は以下の取り組みを行います 
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（４）災害時の取り組み：防災会と皆さんで行うこと 

防災まちづくり計画（共助） 

 

 

 

 

 ●いざという時のために、防災会では避難行動 

に関する正しい情報提供に努めます。（12～13 

ページ及び 22 ページでご確認ください。） 

●各家庭での具体的な避難計画を徹底しておく 

とともに、避難する際にはできるだけご近所 

への声かけをお願いします。 

 

 

 

 

 ●発災後避難が必要とされる場合は、防災会員 

も含め近隣で支援を行います。 

●自宅で避難生活を送る方への支援は、有志・ 

 ボランティア等を活用して行います。 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

【高齢者への支援】 

 

 

【発災時の避難誘導】 

 

 

防災チェック 

発災時における以下の取り組みは防災会と皆さんで協力して行います 
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●まずは身の安全、家族の安否確認 

 

 

●自宅の安全、隣近所の安否確認 

 

 

●必要に応じて救出・救護、初期消火活動 

 

 

＜第一中学校＞ 

●避難所では助け合い、秩序

ある避難生活を！ 

 

 

ご本人や家族の安全が確保され、可能な方は防災会の活動、避

難所の運営に協力を！ 

 

 

大地震発生 

発

災

直

後 

●自宅等で避難生活 

 

避

難 

行

動 

避

難 

生

活 

●窪東公園※ 

 

 

※窪東公園は一時の避難は可能で、防災会も副本部を設置して安否確認にあたりますが長

期的な避難生活はできません。なお、一時的な避難に関しては市内の他の地区防災セン

ターや隣接市の避難場所でも可能ですが、ある程度時間が経過したら第一中学校へ移動

するようお願いします。 

 

 

防災まちづくり計画（共助） 

（４）災害時の取り組み：防災会と皆さんで行うこと 

防災チェック：避難時の行動についてもう一度確認しましょう 

つ 
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参考資料（家庭内での対策） 

国分寺市くらしの安全課作成資料 
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参考資料（家庭内での対策） 

国分寺市くらしの安全課作成資料 
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● 内閣府（防災情報）03-5253-2111（大代表） 

  http://www.bousai.go.jp/index.html 

● 気象庁（防災情報） 03-3212-8341（代表） 

  http://www.jma.go.jp/jma/index.html 

● 総務省消防庁 03-5253-5111（代表） 救急相談センター＃7119 

  http://www.fdma.go.jp/ 

● 東京都（防災情報） 03-5321-1111（代表）03-5388-2453（防災担当） 

  http://www.bousai.metro.tokyo.jp/ 

● 国分寺市役所  042-325-0111（代表）  内線 511（くらしの安全課防災まちづくり係） 

  http://www.city.kokubunji.tokyo.jp/   内線 373（くらしの安全課防災対策係） 

  ◎国分寺市生活安全・安心メール 

市内で発生した事件・犯罪・災害情報等をメール機能で受け取ることができます。詳しく

は、国分寺市ホームページ、もしくはくらしの安全課にお問い合わせください。 

  ◎防災行政無線ダイヤルイン 042-312-2000 

国分寺市ホームページをご覧ください。 

  ◎国分寺市放射能対策情報ツイッター、◎国分寺市くらしの安全課ツイッター 

いずれも国分寺市ホームページをご覧ください。 

● 国分寺市立第一中学校（地区防災センター） 042-322-0641 

● 北の原地域センター（障害者や高齢者などを優先的に受け入れる二次避難所） 042-322-1311 

● （消防）国分寺消防署 042-323-0119  

  http://www.tfd.metro.tokyo.jp/hp-kokubunji/ 

   国分寺西元出張所 042-325-0119  国分寺戸倉出張所 042-324-0119 

● （警察）小金井警察署 042-381-0110  警察専用相談電話 ♯9110 

  http://www.keishicho.metro.tokyo.jp/8/koganei/ 

● （救急指定病院）東京都立多摩総合医療センター 042-323-5111（代表） 

  http://www.fuchu-hp.fuchu.tokyo.jp/ 

● （ガス）東京ガス多摩支店 042-524-2111（代表） 

  http://www.tokyo-gas.co.jp/（東京ガス） 

● （電気）東京電力立川支社 0120-995-662（多摩カスタマーセンター） 

http://www.tepco.co.jp/index-j.html（東京電力） 

● （水道）東京都水道局立川サービスステーション 0570-091-101（多摩お客さまセンター）  

  http://www.waterworks.metro.tokyo.jp/customer/life/madoken/t_tatikawa.html 

参考資料（防災関係機関一覧） 

 

http://www.bousai.go.jp/index.html
http://www.jma.go.jp/jma/index.html
http://www.fdma.go.jp/
http://www.bousai.metro.tokyo.jp/
http://www.city.kokubunji.tokyo.jp/
http://www.tfd.metro.tokyo.jp/hp-kokubunji/
http://www.keishicho.metro.tokyo.jp/8/koganei/
http://www.fuchu-hp.fuchu.tokyo.jp/
http://www.tokyo-gas.co.jp/
http://www.tepco.co.jp/index-j.html
http://www.waterworks.metro.tokyo.jp/customer/life/madoken/t_tatikawa.html

